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　令和４年９月定例会は９月13日から15日まで３日間の会期で開催しました。
人事案件や条例の一部改正、工事請負契約の変更、令和３年度決算認定、令和
４年度補正予算など、21件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決
しました。
　一般質問では２議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方につい
て問いただしました。
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令和３年度
決算審査

令和３年度
決 算

【引き続き、適切かつ柔軟な事務処理の継続を】
坂本代表監査委員の審査意見
　令和3年度決算は、約265億円の決算規模となっているが、総体的には概ね適切に事
務処理が行われたものと判断する。予算編成にあたっては、明確な事業計画に基づく精
密な予算見積もりによる予算計上、情勢の変化にともなう更正や追加を適宜行い、安易
かつ過大な予算要求は厳に慎むとともに、予算主義の原則を厳守し、適切な予算要求を
行い、予算執行にあたっては、引き続き前例に囚われない柔軟な創意工夫により、地方
自治法の趣旨である最小の経費で最大の効果をあげるよう努めていただきたい。

９月定例会報告

【道路維持管理事業】【営農再開支援事業】 【防火防犯パトロール事業】

【中小企業等支援事業】

総額265 億円の成果を認定！
９月定例会報告

総額総額265 億円の成果を認定！
【一般会計　210億円、 特別会計55億円　合計265億円】

被災地域農業復興総合支援事業  17億3,847万円
全体事業費（概算）18億8,852万円中の令和３年度支出分

【共生型サポート拠点整備事業】

共生型サポート拠点整備事業費 16億8,502万円
全体事業費（概算）19億5,000万円中の令和３年度支出分

営農再開支援事業費　　　　２億216万円
（補助金 他）

中小企業等支援事業費　　 ２億2,577万円
（補助金・貸付金 他）　　　

道路維持管理事業費　　　 ４億4,315万円
（工事費 他）　　　

水産業施設工事費　　　　 ２億9,256万円
（工事費）

【学校給食調理場整備事業】

学校給食管理事務諸経費　 5 億9,171万円
（工事費 他）　　　

防火防犯パトロール事業費　  1億9,438万円
（委託料 他）　　　

定例会の
あらまし

【カントリーエレベーター整備事業】【やな場、ふ化場整備事業】
R４.９月より受け入れ開始

R４.３.18　特別養護老人ホーム桜の園 開所
R４.４.９　トータルサポートセンターとみおか 開所

R４.４月より共用開始　

六反田２号線（太田地区） 他　
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歳入（収入）の主なもの歳出（支出）の主なもの 歳出（支出）195億8,194万円 歳入（収入）209億8,692万円
●総務費（全般的な管理に要する経費、徴税費

や選挙費なども含まれる）
　････････････････････････  53億6,860万円

●民生費（町民が一定水準の生活と安定した社
会生活を送るために必要な経費）　

　････････････････････････  38億6,051万円
　・社会福祉費････････････  33億3,303万円
　・児童福祉費････････････   ４億1,000万円
　・災害救助費･････････････  １億1,747万円

●衛生費（町民が健康で衛生的な生活環境を保
持するための経費）

　･････････････････････････  ５億5,959万円
　・保健衛生費･････････････  ３億8,038万円
　・清掃費･･････････････････１億5,189万円
　・上水道費･･･････････････････  2,732万円

●農林水産業費（農林水産業の振興に要する経費）
　････････････････････････  37億8,103万円
　・農業費････････････････  32億8,683万円
　・林業費･････････････････  １億9,589万円
　・水産業費････････････････２億9,830万円

●商工費（商工業の振興に要する経費）
　･････････････････････････  ６億9,629万円

●町税（皆さんが町に納めた税金）
　･････････････････････････ 22億1,357万円
　・町民税　････････････････８億7,866万円
　・固定資産税･････････････ 12億3,896万円
　・軽自動車税･･････････････････2,337万円
　・町たばこ税･･････････････････7,257万円

●繰入金 （収入の不足を補うために、基金（貯金）
等から取り崩したお金）

　･････････････････････････ 59億2,309万円
　・特別会計繰入金･･････････３億6,434万円
　・基金繰入金 ････････････ 55億5,875万円

●繰越金（前年度から繰り越されたお金）
　･････････････････････････ 27億6,350万円

●諸収入（雑入など、その他の収入）
　･･････････････････････････２億8,578万円

●使用料及び手数料（住民票などの手数料収入）
　･･･････････････････････････ １億892万円

●国庫・県支出金（特定の目的のために国や県
から交付されたお金）

　･････････････････････････ 69億7,293万円
　・国庫支出金････････････  56億6,656万円
　・県支出金･････････････････13億637万円

●土木費（道路、公営住宅等の建設、維持管理に要する経費）
　･････････････････････････････････  12億4,880万円

●消防費（防犯防火に要する経費）
　…………………………………………… ６億3,307万円

●教育費（教育に要する経費）
　……………………………………………  31億429万円

●公債費（町の借金返済に要する経費）
　･･････････････････････････････････････ 8,812万円

●地方譲与税（国が徴収した自動車重量税などから配分
されたお金）

　･･････････････････････････････････････ 7,275万円

●各種交付金
　･･･････････････････････････････････４億5,030万円

●地方交付税（税収不足を補うために国から配分されたお金。
財源は所得税や法人税などの国税の一部）

　･･････････････････････････････････20億6,371万円

【震災前の平成22年度から令和３年度までの一般会計歳出決算の推移】
71億

9,866万円
140億
2,119万円

220億
4,243万円

236億
9,184万円

199億
7,092万円

178億
7,669万円

191億
8,819万円

195億
8,194万円

200億

100億

0
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度平成22年度

令和３年度 決算
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会計区分 一般会計 特別会計 国民健康
保険事業

公共下水道
事業

農業集落
排水事業

歳 入 209億8,692万円 54億7,046万円 25億4,877万円 ７億5,309万円 ２億8,834万円
歳 出 195億8,194万円 51億6,938万円 23億5,993万円 ７億4,227万円 ２億8,231万円

歳入歳出比較 14億  498万円 ３億　108万円 １億8,884万円 1,082万円 603万円

会計区分
特　別　会　計

合　　計曲田土地区画
整理事業 介護保険事業 後期高齢者

医療事業
介護サービス
事業

歳 入 １億5,381万円 16億6,346万円 5,698万円 601万円 264億5,738万円
歳 出 １億3,524万円 15億9,221万円 5,192万円 550万円 247億5,132万円

歳入歳出比較 1,857万円 7,125万円 506万円 51万円 17億　606万円

【令和３年度一般会計及び特別会計決算を全会一致で承認】【令和３年度一般会計及び特別会計決算を全会一致で承認】

町税
22億1,357万円
（10.6%）

繰入金
59億2,309万円
（28.2%）

繰越金
27億6,350万円
（13.2%）

諸収入
２億8,578万円
（1.4%）

使用料及び手数料 
１億892万円
（0.5%）

財産収入
6,763万円
（0.3%）

寄附金
4,246万円
（0.2%）

県支出金
13億637万円
（6.2%）

町債〈借入金〉
０万円
（0.0%）

各種交付金
４億5,030万円
（2.2%）

地方譲与税
7,275万円
（0.3%） 

地方交付税
20億6,371万円
（9.8%）

分担金及び負担金
2,227万円
（0.1%）

国庫支出金
56億6,656万円
（27.0%）

議会費
8,984万円（0.5%）

総務費
53億6,860万円
（27.4%）

民生費
38億6,051万円
（19.7%）

衛生費
５億5,959万円
（2.9%）

労働費 15万円（0.0％）

農林水産業費
37億8,103万円
（19.3%）

商工費
６億9,629万円
（3.6%）

土木費
12億4,880万円
（6.4%）

消防費
６億3,307万円（3.2%）

教育費 
31億429万円
（15.8%）

災害復旧費 
１億5,164万円

（0.8%）

公債費 8,812万円（0.4%）
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定例会　人事案件・工事請負契約の変更
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任
期

満
了
に
伴
い
、
鈴
木
文
子
さ
ん
の
再

任
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
4
年
10
月
1
日
か

ら
の
4
年
間
で
す
。

（
９
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

教
育
委
員
会
委
員
に
再
任

工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
変
更

［公共下水道処理区統合接続管渠整備工事］
　工期の変更について、可決しました。　

（９月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○工　　　　期
　（変更前）　令和５年１月31日
　（変更後）　令和５年３月24日
○変 更 理 由
　・社会情勢の著しい変化により、
　　材料調達に不測の期間を要して
　　いるため。

　
私
が
初
め
て
教
育
委
員
の
承
認
を
い
た
だ
い

た
半
年
後
に
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所

の
事
故
が
起
こ
り
、
当
時
千
四
百
数
名
い
た
子

ど
も
達
は
、
県
内
外
、
全
国
へ
と
散
り
散
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
の
4
月
に
は
富
岡
校
の
再
開
、
今

年
の
3
月
に
は
三
春
校
の
閉
校
、
そ
し
て
4
月

に
は
新
た
に
富
岡
小
学
校
・
富
岡
中
学
校
と
し

て
開
校
と
、
震
災
後
の
激
動
の
学
校
の
全
て
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
富
岡
の
小
中
学
校
が
よ
り
良

く
発
展
で
き
ま
す
よ
う
に
、
精
一
杯
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
鈴
木
文
子
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ（
一
部
抜
粋
）】

定例会　審議議案一覧

蛇谷須地区と富岡地区の下水道処理区を
統合するための接続管渠工事（県道小野富岡線）

とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号7 66

【
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
】

問
　
福
島
森
林
再
生
事
業
に
お
い
て
、
線
量
の
推
移
は
。（
遠
藤
一
善
）

答
　
産
業
振
興
課
長

　
福
島
森
林
再
生
事
業
は
里
山
再
生
事
業
と
異
な
り
、
環
境
省
に
よ
る
除

染
の
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
た
め
、
大
き
な
線
量
の
低
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
間
伐
や
伐
採
後
の
木
材
を
集
積
し
た
場
所
の
放
射
線
量
に
つ
い
て

の
調
査
は
。
ま
た
、事
業
に
絡
ん
で
放
射
線
低
減
の
対
策
は
。（
遠
藤
一
善
）

答
　
産
業
振
興
課
長

　
木
材
集
積
箇
所
の
線
量
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
行
い
報
告
し
ま
す
。

線
量
低
減
を
図
る
森
林
内
の
土
壌
の
剥
ぎ
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
土
砂

流
出
防
止
の
木
柵
の
設
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
に
つ
い
て
、
他
県
で
園
児
が
取
り
残
さ
れ

た
事
故
が
あ
っ
た
が
、
本
委
託
業
務
に
お
い
て
の
対
策
は
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答
　
教
育
総
務
課
長

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
、
三
春
校
は
添
乗
員
が
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
富
岡
校
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
た
め
運
転
手
が
確
認
を
し
て
い

ま
す
。

問
　
業
務
委
託
の
成
果
確
認
を
し
っ
か
り
と
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

（
堀
本
典
明
）

答
　
総
務
課
長

　
業
務
委
託
の
内
容
、
性
格
か
ら
評
価
の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
が
、
確
認

と
精
査
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
ま
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

令和４年第７回定例会で審議した議案とその結果
上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆条例の一部改正案件

議案第55号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第56号 富岡町議会議員及び富岡町長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

◆補正予算案件

議案第59号 令和４年度富岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第60号 令和４年度富岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

議案第61号 令和４年度富岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

議案第62号 令和４年度富岡町曲田土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第63号 令和４年度富岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第64号 令和４年度富岡町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

議案第65号 令和４年度富岡町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致　原案可決

※第７回定例会における「人事案件」「工事請負等の変更案件」「令和３年度決算」 「一般会計補正予算（第３号）」 は別頁に
詳細を掲載しております。また、各議案については富岡町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照く
ださい。
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定例会　補正予算

《10億2,366万円を増額補正》

一般会計一般会計 各種事業の精査等による増額 各種事業の精査等による増額

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額

財政調整基金積立金 6億1,319万円増

住民税非課税世帯原油・物価高騰等対策助成事業費 1,340万円増

東日本大震災救助経費（工事費） 1,900万円増

上水道事業費（負担金） 3億3,439万円増

環境衛生事業費（補助金等） 551万円増

農地等維持修繕事業費（工事費） 450万円増

商業拠点施設整備事業費（光熱水費） 280万円増

公園整備費（工事費等） 1,176万円増

図書館事業費（消耗品費、図書購入費） 402万円増

体育施設管理費（委託料） 1,100万円増

その他 409万円増

　各種事業の精査等による増額計上等により10億2,366万円の増額補正を行い、総額
148億9,857万円となりました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

問
　
防
犯
灯
に
枝
木
が
か

か
っ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
の
で
、
適
切
な
処
置
を
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答
　
都
市
整
備
課
長

　
随
時
確
認
し
、
枝
の
伐
採
等

で
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
不
点

灯
箇
所
に
つ
い
て
は
順
次
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
国
際
研
究
教
育
拠
点
の

候
補
地
決
定
に
際
し
、
審
査

内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
ふ
く
し
ま
イ
ノ
ベ

構
想
の
均
衡
あ
る
展
開
を
求

め
る
べ
き
。（
堀
本
典
明
）

答
　
髙
野
副
町
長

　
審
査
経
過
に
つ
い
て
は
確
認

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
広
域
的

な
連
携
に
向
け
て
の
方
策
等
が

出
さ
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
、

国
・
県
と
の
連
携
を
密
に
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
解
除
区
域
に
お
け
る
空

き
家
、
空
き
地
な
ど
の
除
草
の

問
題
に
つ
い
て
、
民
有
地
の
た

め
町
が
立
ち
入
れ
な
い
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
手
助
け
で

き
る
仕
組
み
作
り
を
。

（
渡
辺
三
男
）

答
　
竹
原
副
町
長

　
町
の
復
興
、
住
民
帰
還
に
繋

げ
る
た
め
必
要
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
個
人
の
土
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
の

か
は
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
移
住
定
住
の
推
進
に
つ

い
て
、
お
試
し
住
宅
の
利
用
者

へ
の
Ｐ
Ｒ
は
。（
安
藤
正
純
）

答
　
企
画
課
長

　

印
象
や
問
題
点
を
把
握
す

る
こ
と
に
加
え
、
住
ま
い
、
教

育
、
仕
事
の
点
で
、
と
み
お
か

プ
ラ
ス
や
学
校
等
に
も
協
力
い

た
だ
き
ご
案
内
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
ま
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

カントリーエレベーター、さくらの郷を視察
現状を確認!!現状を確認!!

　令和４年９月14日、決算認定に伴う現地調査を実施しました。
　調査実施箇所は、カントリーエレベーターおよび共生サポートセンターさくらの郷です。
　議員からは、米を受け入れた後の放射線量の測定に関すること、特別養護老人ホームへの
入所に関することや現在の状況などの質問が出されました。

共生サポートセンター
さくらの郷カントリーエレベーター

決算認定に係る現地視察

○工事費　
約18億8,852万円
○施設運営者　
福島さくら農業協同組合
○施設の概要　
敷地面積　　4,809.36㎡
穀物貯蔵庫　　548.13㎡
籾殻貯蔵庫　　  60.18㎡
乾燥貯蔵設備、計量出荷設備、
精米設備　等

○工事費　
約19億5,000万円
○指定管理者　
（社福）光美会
○施設の概要
　【桜の園】
　敷地面積　約5,500㎡
　50床（入所48床、ショートステイ2床）
　【トータルサポートセンターとみおか】
　敷地面積　3,328.64㎡
　介護予防教室、見守り事業　等

とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号9 88
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町
内
で
の
在
宅
医
療
・
介
護
の
現
状
と
課
題
は

ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携

問
答

民生委員等の避難先や町内での活動は
関連団体と連携し活動を展開

高野 匠美 議員

問
　
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
独
居
老
人
訪
問
や
児

童
虐
待
の
早
期
発
見
な
ど
、

地
域
の
見
守
り
役
と
し
て

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

制
限
の
あ
る
避
難
先
や
、

町
内
で
の
活
動
は
。

答
　
町
長

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
が
、
よ
り
複
雑
化
・
高

度
化
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
は
支
援

を
必
要
と
す
る
方
を
見
落
す

こ
と
な
く
、
保
健
師
・
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
生
活
支
援

相
談
員
な
ど
が
緊
密
に
連
携

し
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

問
　
委
員
の
方
が
避
難
す

る
地
域
で
、
行
政
区
に
関

係
な
く
活
動
で
き
る
よ
う

な
訪
問
体
制
を
整
え
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
福
祉
課
長

　
負
担
な
く
効
果
的
に
や
る

に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
区
を

超
え
た
活
動
が
良
い
と
考
え

ま
す
。
個
別
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
昔
か
ら
知
っ
て
い
る
地

域
の
方
に
と
の
声
も
あ
り
、

そ
の
場
合
は
遠
方
で
あ
っ
て

も
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
　
委
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
、
地
域
住

民
が
相
談
し
や
す
い
環
境

作
り
の
観
点
か
ら
、
活
動

を
き
ち
ん
と
町
民
に
周
知

す
べ
き
。

答
　
福
祉
課
長

　
周
知
す
る
場
面
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
広
報
や

案
内
な
ど
、
活
動
の
周
知
の

頻
度
を
上
げ
る
な
ど
今
後
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
委
員
の
初
任
者
研
修

の
徹
底
と
、
そ
の
時
代
に

沿
っ
た
対
応
な
ど
の
研
修

が
と
て
も
大
事
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
福
祉
課
長

　
昨
年
は
新
任
民
生
委
員
研

修
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
場
合
、
本
年
12
月
が

改
選
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
な
民
生
委
員
に
は
重
点

的
に
新
任
研
修
な
ど
を
行
う

よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
民
生
委
員
の
負
担
軽

減
、
な
り
手
不
足
解
消
の

観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

回
線
の
確
保
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与
等
に

取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
。

答
　
福
祉
課
長

　
今
後
、
先
進
地
の
事
例
な

ど
を
見
て
、
本
町
に
マ
ッ
チ

す
る
か
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問答

1010

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

■ 佐藤　啓憲 議員 12
○ コロナ禍における高齢者福祉は
○ 社会体育施設等の修繕計画は

2

■ 高野　匠美 議員 ……………………11
○ 民生委員等の避難先や町内での活動は
○ 町内での在宅医療・介護の現状と課題は

1

山本　育男 町長山本　育男 町長 岩崎　秀一 教育長岩崎　秀一 教育長

２議員が
質　問

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

９月定例会の一般質問に２議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

YouTube
富岡町公式チャンネル

ふたば医療センター

問答
児
童
関
連
業
務
の
一
本
化
を
図
る
べ
き

令
和
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
環
境

を
整
備
し
た
い
考
え

問
　
在
宅
医
療
と
介
護
の

一
体
的
な
提
供
の
実
現
に

向
け
て
、
町
の
現
状
と
課

題
は
。

答
　
健
康
づ
く
り
課
長

　
在
宅
医
療
、
訪
問
看
護
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
町
内
で

は
医
療
セ
ン
タ
ー
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
現

状
と
町
の
考
え
を
県
に
伝
え

て
、
貴
重
な
医
療
イ
ン
フ
ラ

で
す
の
で
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問
　
医
療
セ
ン
タ
ー
の
協

力
が
得
ら
れ
る
体
制
を
確

保
し
、
一
歩
で
も
早
い
行

動
や
判
断
を
し
て
、
富
岡

町
を
活
気
あ
る
希
望
の
町

へ
と
導
く
考
え
は
。

答
　
町
長

　
医
療
セ
ン
タ
ー
は
重
要
な

機
関
で
あ
り
、
連
携
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
何
ら
か
の
、

病
院
と
い
う
形
で
残
し
た
い

希
望
を
県
へ
伝
え
て
相
談
し
、

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号11 1010
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特別養護老人ホーム桜の園

問
答

コロナ禍における高齢者福祉は
連携した福祉サービスの提供を

問
　
今
年
度
、
待
望
の
共

生
サ
ポ
ー
ト
施
設
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
の
園

が
開
所
し
た
。
今
後
更
に
、

人
材
確
保
が
厳
し
く
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の

要
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
町
民
が
入
居
を
希
望

す
る
介
護
施
設
の
ス
タ
ッ

フ
は
確
保
で
き
て
い
る
の

か
。

答
　
町
長

　
町
が
設
置
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
職
員
数

が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
利
用
が
困
難
と
な
る
場

合
に
お
い
て
は
、
代
替
え
施

設
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
な
ど
を
調
整
し
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い

よ
う
関
係
事
業
者
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
町
内
在
住
に
関
わ
ら

ず
、
町
民
を
対
象
と
し
た

介
護
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

は
。

答
　
福
祉
課
長
　

　
オ
ン
ラ
イ
ン
は
有
効
と
考

え
ま
す
。
今
後
、
十
分
に
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
利
用
者
は
約
50
名
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
利
用

者
数
を
増
や
し
て
利
活
用

を
。

答
　
福
祉
課
長

　
再
周
知
含
め
、
更
な
る
シ

ス
テ
ム
の
充
実
と
な
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

問
社
会
体
育
施
設
等
の
修
繕
計
画
は

答
体
育
館
の
耐
震
補
強
と
人
口
交
流
の
場
所
に

佐藤 啓憲 議員

問
　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

医
療
費
や
介
護
保
険
料
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
減

免
措
置
に
つ
い
て
期
間
の

継
続
を
求
め
る
声
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
支
援
策
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
　
町
長

　
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
国
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
先
の
閣
議
決

定
に
よ
り
、
避
難
指
示
の
解

除
か
ら
10
年
間
で
減
免
措
置

を
段
階
的
に
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
避
難
指
示

解
除
時
期
に
よ
っ
て
細
分
化

さ
れ
た
こ
と
は
、
公
平
性
に

配
慮
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
制
度

を
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

全員協議会報告全員協議会報告全員協議会報告

◆除染解体工事及び中間貯蔵施設への輸送並びに特定廃棄物
　埋立処分事業の状況について

◆帰還困難区域の再生に向けた取り組みについて

◆放課後児童クラブ施設整備事業について

問

外
縁
除
染
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。（
堀
本
典
明
）

答

環
境
省

　
現
時
点
で
は
松
ノ
前
墓
地
外
縁

か
ら
東
に
向
け
て
、
ま
と
ま
り
を

も
っ
た
地
域
ご
と
に
順
次
進
め
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
安
全
第
一
を
前
提

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

準
備
宿
泊
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
町
民
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
除
染
の
要
望
は
出
て
い
る
か
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答

生
活
環
境
課

　
町
へ
も
要
望
が
出
て
い
る
の
で
、

除
染
す
る
よ
う
環
境
省
と
協
議

し
進
め
て
い
ま
す
。

答

環
境
省

　

現
在
、
線
量
測
定
の
結
果
も

踏
ま
え
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
常

に
進
め
て
い
ま
す
。

問

避
難
指
示
解
除
に
向
け

て
、
住
民
へ
の
説
明
は
誤
解
の

な
い
よ
う
な
表
現
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
。（
安
藤
正
純
）

答

企
画
課

　
文
言
の
表
現
等
に
つ
い
て
は

今
後
も
精
査
し
、
小
良
ヶ
浜
地

区
・
深
谷
地
区
の
皆
さ
ま
と
の

意
見
交
換
会
等
に
お
い
て
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

問

小
良
ヶ
浜
地
区·

深
谷
地

区
の
方
々
が
望
み
を
持
て
る
町

づ
く
り
を
。（
佐
藤
教
宏
）

答

町
長

　
今
後
ど
の
よ
う
な
土
地
利
用

が
で
き
る
か
は
現
在
庁
内
で
も

検
討
を
続
け
て
お
り
、
地
区
の

皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

拠
点
区
域
内
の
買
い
物
環

境
の
整
備
計
画
は
。（
遠
藤
一
善
）

答

産
業
振
興
課

　
当
面
は
、
現
在
町
内
で
実
施

し
て
い
る
移
動
販
売
の
エ
リ
ア

拡
充
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
引

き
続
き
区
域
内
の
買
い
物
環
境

整
備
に
向
け
、
民
間
事
業
者
等

の
誘
致
に
努
め
る
と
共
に
、
施

設
整
備
等
の
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問

パ
ソ
コ
ン
や
英
会
話
な
ど
、
塾

の
よ
う
な
役
割
が
で
き
る
環
境
、
ま

た
、
図
書
室
の
よ
う
に
図
書
が
た
く

さ
ん
あ
る
環
境
が
必
要
と
考
え
る
が
。

（
佐
藤
教
宏
）

答

教
育
総
務
課

　

体
を
動
か
し
た
い
子
、
学
習
し
た

い
子
な
ど
様
々
な
お
子
さ
ん
が
い
ま

す
の
で
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
中
で
多
目

的
に
過
ご
せ
る
環
境
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
の

整
備
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

手
洗
い
場
を
複
数
箇
所
に
設
置

す
る
よ
う
整
備
を
。（
高
野
匠
美
）

答

教
育
総
務
課

　

手
洗
い
場
の
場
所
等
に
つ
い
て
再

検
討
し
ま
す
。

問

子
ど
も
た
ち
の
過
ご
し
方
に
つ

い
て
、
動
と
静
が
保
て
る
空
間
を
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答

教
育
総
務
課

　

防
音
対
策
に
つ
い
て
再
検
討
す
る

こ
と
に
加
え
、
運
用
の
面
で
は
し
っ
か

り
と
ル
ー
ル
作
り
を
し
て
も
ら
い
対

応
し
ま
す
。

（環境省・内閣府・生活環境課）

（企画課 他、関係各課）

（教育総務課）

問
　
現
在
、
本
町
に
お
け

る
体
育
施
設
の
多
く
は
開

設
か
ら
30
年
以
上
経
過
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
と

こ
ろ
の
地
震
の
影
響
に
よ

り
、
総
合
体
育
館
に
つ
い

て
は
ア
リ
ー
ナ
の
天
井
が

損
傷
し
、
利
用
再
開
は
不

透
明
な
状
況
だ
が
、
体
育

施
設
等
の
安
全
性
と
修
繕

計
画
は
。

答
　
教
育
長

　
全
て
の
施
設
は「
富
岡
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
基
づ
き
維
持
管
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
合

体
育
館
は
今
年
発
生
し
た
地

震
に
よ
り
、
柱
や
梁
な
ど
を

損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安

全
性
確
保
と
費
用
対
効
果
を

検
討
し
た
結
果
、
改
修
す
る

方
針
で
す
。
今
年
度
内
に
実

施
設
計
を
行
い
、
令
和
6
年

度
の
利
用
再
開
を
目
指
し
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
武
道
館
は
以
前
か
ら
、

台
風
や
梅
雨
の
時
期
は
天

窓
か
ら
の
雨
漏
れ
が
酷
く
、

使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
が
、
こ
の
件
を
町
は
確

認
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

予
算
措
置
を
含
め
た
屋
根

の
改
修
工
事
の
計
画
は
。

答
　
生
涯
学
習
課
長

　
天
井
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
部
分

か
ら
雨
漏
れ
が
度
々
発
生
し
、

調
査
・
改
善
を
試
み
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
再
度
、
調
査

を
実
施
し
て
改
修
し
ま
す
。

問
　
体
育
館
東
側
エ
リ
ア

の
整
備
に
つ
い
て
、
現
在

ふ
れ
あ
い
農
園
を
計
画
し

て
い
る
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
、
体
育
館
わ
き
の

公
園
、
最
近
人
気
の
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を

か
け
ず
に
交
流
人
口
の
増

加
が
見
込
め
る
ゾ
ー
ン
に

で
き
る
と
思
う
が
。

答
　
町
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
、

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
、
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
跡
地
の
利
用

を
、
今
後
ど
う
活
か
せ
る
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

富岡町武道館

外縁側との境界
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総務文教常任委員会

Q

《 放課後児童クラブの対象は 》

A 対象は小学１年生から６年生です。子どもたちへのかかわり方として、自主性を育む観
点から、基準を決めて自分たちで考えて、やりたいことをやらせてみることにしています。
今日は何をするかを自分で決めるようにしていることで、子どもたちからは「楽しかった」
という言葉が聞かれています。

対象の学年と、子どもたちへのかかわり方について。

スマホ収納の手数料は。また、対応するアプリは今後増えるのか。Q

《 納税方法の拡充を 》

A 基本的にコンビニ収納と同様で、手数料は町が
負担するためかかりません。
アプリの種類について、増える場合は町広報誌
やホームページ等でお知らせしていきます。 【税務課】

３月の地震により被災した総合体育館の改修工事の内容と、同様の地震が起こっ
た際の再発防止対策は。

Q

《 総合体育館の改修工事について 》

A ４月の臨時補正で基本設計と耐
震診断を行い、今後は実施設計
という運びです。改修設計から
来年度の工事については廃炉交
付金を原資にして基金を積み上
げ、設計と耐震補強工事を行い
長寿命化を図ります。今後予定
する実施設計含め、今後は損傷
が起こらないような補強のしか
たで進めたいと考えます。 【生涯学習課】

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

小良ヶ浜行政区の記録誌を作成したと伺ったが、どのようなものか。また、他の行
政区からも希望があれば対応を。

Q
《 記録誌の作成について 》

A  一昨年から小良ヶ浜行政区の皆さんにご協力をいただき、今年度完成したところです。
小良ヶ浜の皆さんからのお話や、残っている文献、地理的なことをまとめました。行政
区の中から集まった写真も多く掲載しており、懐かしく感じてもらえるものと思います。
とみおかアーカイブ・ミュージアムにおいて販売されていますので、多くの方に見ても
らいたい考えです。
また、行政区から提案があった際には、ご相談させていただきます。

【生涯学習課】【教育総務課】

Q

《 交流人口拡大のための体験ツアーについて 》

A 8 月 6日に実施したツアーは、仙台エリアで発行している
フリーペーパーの読者を対象に募集し、400名を超える応
募の中から23名の方にご参加いただきました。また、同日
にとみおかマルシェやわんぱくパーク夏祭りを開催するな
ど、複数の課が連携して行いました。引き続きどのような
内容のツアーを行うことが地域の魅力発信につながるかを
継続的に検討するとともに、今後も各課で日程調整や事業
内容等を組み合わせながら、町のPRを進めます。

どのような形でPRしているのか。また、各課で連携を。

【企画課】

Q

《 今後の行政区の在り方の検討は 》

A 現状、新たな編成等の話はありません。今後の行政区の在り方について、まずは行政区
長会の役員の皆さまと意見交換をしていく考えです。　

行政区長会において、今後の行政区の在り方や新たな編成などの話はあるか。

【総務課】

説明を受けるツアー参加者

放課後児童クラブ（旧富岡第二小体育館）での様子

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

3月の地震で損傷を受けた総合体育館
（当面の間　利用不可）
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Q

《 稚魚放流後について 》

A 稚魚放流後の富岡川の内水面資源としての保全、監視については、富岡川漁業協同組
合の監視員が対応しています。また、解禁に向けたモニタリング活動は、漁協のほか
町も県から許可を得て行っています。

産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q

《 各種橋梁の管理について 》

A 点検の周期は、まずは共用を開始して２年で点検をすることになっています。その他、
基本的な周期は５年に１度となっています。

道路橋梁管理事業において、完成して間もない汐橋と夜ノ森駅の東西自由通路
の定期点検がある。町内の橋梁の点検周期は。

【都市整備課】

Q

《 街路樹保全について 》

A 基本的に町道等の街路樹管理として、桜の木への散布となります。

害虫駆除の薬剤散布の範囲は。

【都市整備課】

Q

《 出張窓口について 》

A 大玉村と三春町においての出張窓口となっており、住民票や
税証明等については即日発行できる体制づくりをしています。
県の復興住宅の家賃更新手続きがこの時期にあることから、
算定をするための証明書の発行なども行っています。高齢者
が多いこともあり、年に数回実施しています。
また、その場で発行できないものは後日郵送等で対応してい
ます。

業務内容は。

【郡山支所】

令和３年５月共用の汐（うしお）橋

Q
《 防災事業について 》

A 災害の規模にもよりますが、町の職員の到着を待つまでに、教職員で町民の避難受け
入れの手伝いができないかという声もあり、町職員の到着前に受け入れができるよう
受付の用紙やコロナの発熱の確認、教室の使い方として各種高齢者や妊婦さんなど、
分散して受け入れる流れを確認した訓練を行いました。
現在町としては6か所の公共施設を指定避難所としており、災害の規模に応じて学びの
森から順番に開設する考えです。

町内小中学校の教員を対象にした避難所開設訓練の内容は。また、避難所とし
ての考え方は。

Q

《 路線バスについて 》

A

【産業振興課】

台数や路線の拡充を求める声があるが、検討は。

路線バスは、基本的には民間努力によって運行されており、
現状では路線を増やすことは難しく、デマンドバスやタクシー
等も利用していただきたいと考えます。公共路線の維持を優
先として、小型バス化などで利便性の向上が図れるか、事業
者と検討していきます。　

富岡川に稚魚が放流されたアユ、ヤマメ、イワナ、ウグイについて解禁しないと
決定されたが、その後の調査はされているのか。

【生活環境課】

【産業振興課】

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

令和２年11月共用の夜ノ森駅東西自由通路

運行中の路線バス

受付のシミュレーション
プライバシー確保のため
段ボールにより壁を作成

16とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号17 1616
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全員協議会報告全員協議会報告全員協議会報告

質

応
疑疑疑疑

答答

問
　
事
業
者
へ
の
支
援
や
、
そ
の
説
明
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答
　
内
閣
府

　
販
路
開
拓
や
風
評
払
し
ょ
く
の
た
め
の
事
業
が
実

施
隊
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
産
業
者

等
、
様
々
な
事
業
者
に
対
し
て
対
策
予
算
等
の
説
明

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
福
島
第
一
の
放
水
立
抗
部
分
に
津
波
が
到
達
し

た
際
の
対
応
は
。
ま
た
、
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
す
る

箇
所
が
低
い
の
で
は
。（
遠
藤
一
善
）

答
　
内
閣
府

　
現
在
、
津
波
に
つ
い
て
は
警
報
・
注
意
報
が
発
せ

ら
れ
る
な
ど
事
前
に
予
見
で
き
る
こ
と
か
ら
、
津
波

到
達
前
に
放
水
を
停
止
す
る
対
応
を
と
り
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
遮
断
弁
に
つ
い
て
は
更
に
13
メ
ー
ト
ル
盤

に
も
別
の
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
し
、
周
辺
に
防
潮
堤

を
設
け
対
策
を
講
じ
ま
す
。
放
水
停
止
に
あ
た
っ
て

は
緊
急
遮
断
弁
に
加
え
、
高
台
に
存
在
す
る
電
動
弁

に
つ
い
て
も
閉
じ
る
運
用
を
定
め
、
実
施
計
画
で
認

可
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
処
理
水
放
出
に
伴
う
立
抗
と
、
沖
合
１
㎞ 
の
海

上
付
近
の
掘
削
工
事
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
処
理

水
放
出
が
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
環
境
整

備
工
事
は
事
前
了
解
に
辿
り
つ
い
た
段
階
で
行
う
べ

き
な
の
で
は
。（
渡
辺
正
道
）

答
　
内
閣
府

　
現
在
は
現
状
回
復
が
で
き
る
範
囲
で
の
事
前
工
事

で
あ
り
、
本
格
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
規
制
委
員

会
の
認
可
と
自
治
体
の
事
前
了
解
を
得
た
後
に
開
始

し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
漁
業
関
係
者
等
の
関
係
者

の
理
解
を
得
る
努
力
を
最
大
限
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
対
策
予
算
を
と
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
風
評
被

害
額
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
れ
に
よ
る
補
償
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

（
高
橋
実
）

答
　
内
閣
府

　
賠
償
の
基
準
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
関
係
団

体
と
調
整
し
て
い
る
段
階
で
す
。

問
　
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
お
け
る
輸
入
規
制
が
あ
る
各
国
の

専
門
家
か
ら
の
意
見
を
オ
ー
プ
ン
に
。（
安
藤
正
純
）

答
　
内
閣
府

　
専
門
家
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

避
け
る
た
め
、
ど
の
専
門
家
が
ど
う
い
っ
た
発
言
を

し
た
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
専
門
家
は
各
国
の
代
表
と
し
て
の
位
置
づ
け

で
は
な
い
た
め
、
各
国
の
規
制
撤
廃
と
す
ぐ
に
結
び

つ
い
て
は
い
ま
せ
ん
。

問
　
浜
通
り
の
沿
岸
は
陸
地
に
向
か
う
海
流
。
拡
散

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
と
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。（
渡
辺
三
男
）

答
　
内
閣
府

　
平
成
26
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
の
実
際
の
気
象
・

海
象
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
海
流
な
ど
も
綿

密
に
再
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
と
実
際
の
減
少

に
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
を
、
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
て
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

問
　
何
十
年
も
か
け
て
放
出
す
る
こ
と
に
よ

る
魚
へ
の
蓄
積
や
環
境
へ
の
影
響
等
に
つ
い

て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
核
種
の
危
険
性
も

含
め
た
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

や
近
隣
各
国
か
ら
の
安
全
性
の
理
解
に
つ
な

が
る
の
で
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答
　
内
閣
府

　
発
電
所
の
運
転
開
始
当
初
か
ら
様
々
な

環
境
影
響
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
海
洋
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
測
定
頻
度

や
範
囲
を
増
や
し
、
ま
た
、
発
電
所
の
事
故

後
に
出
る
主
要
な
核
種
に
つ
い
て
も
年
４
回

の
測
定
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
測
り
、
人
体

へ
の
影
響
に
関
し
て
も
し
っ
か
り
調
べ
る
よ

う
、
追
加
し
ま
し
た
。

問
　
国
で
は
、
海
洋
放
出
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
社
会
的
影
響
が
出
る
と
予
測
し
て
い

る
か
。（
高
野
匠
美
）

答
　
内
閣
府

　
風
評
被
害
が
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

万
が
一
風
評
被
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
基
金

と
賠
償
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
が
、
ま

ず
は
風
評
被
害
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
政
府
一
丸

と
な
り
最
大
限
努
力
を
し
ま
す
。

　
民
間
企
業
の
第
三
者
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
な
ど
に
処
理
水
を

測
定
し
て
も
ら
い
、
安
全
性
を
し
っ
か
り
確

保
し
ま
す
。

とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号19 1818

内閣府による説明

　令和４年８月１日開催の全員協議会に
おいて、内閣府原子力災害対策本部現地
事務所より説明を受けました。

●IAEA（国際原子力機関）により、国際的な安全基準に基づいて海洋放出
に係る安全性を徹底的に評価し、発信
●海域環境モニタリングの強化、拡充
●東京電力による海洋生物の飼育試験
・本年３月から発電所周辺の海水を使ってヒラメの飼育を開始
・本年９月頃から海水で希釈したALPS処理水での飼育試験を開始予定

●水産業をはじめとする各産業への支援拡充
・水産物の一時買取、保管、販路拡大等のための基金
・販路拡大等の支援策のひとつとして、販促イベント等
を開催する など

●将来技術（トリチウム分離、汚染水発生抑制等）の継続的
な追及

①広範囲を網羅するマス広報
・地域、年代、関心の有無等に関わらず、幅広い方
が日常生活の中で情報に触れることができる環境
の整備

①一般消費者に対する魅力の発信
・地元の産品や地域そのものの魅力を発信し、
ファンを増やす

②現地に足を運んでのコミュニケーション
　・地元を中心に直接的なコミュニケーションを実施

②全国での産品の取り扱い増を目指す販促
・地元事業者見本市、フードショーへの参加サ
ポート等を通じた直接的な販促活動

③第三者による厳しいチェック
・IAEAによる厳しいチェックと、分かりやすく、か
つ透明性の高い結果の発信

③交流人口の拡大に向けた取組
・交流人口の拡大に向けた、観光コンテンツの
磨き上げや新規ツアーの造成

行動計画に基づく主な対策の進捗状況

● 安 全 対 策 に つ い て

● 風 評 対 策 に つ い て

● 国 民 ・ 国 際 社 会 の 理 解 醸 成 に つ い て

ALPS処理水の科学的根拠に基づく理解醸成 福島県およびその近隣県の魅力の発信

廃炉・汚染水・処理水対策
ポータルサイトはこちらから

富岡町の沿岸
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【
現
地
視
察
に
関
す
る
こ
と
】

問
　
海
洋
放
出
を
す
る
際
の
緊
急
遮
断
弁
の
設

置
場
所
が
低
い
の
で
は
な
い
か
。（
遠
藤
一
善
）

答
　
東
京
電
力

　
希
釈
前
の
水
を
な
る
べ
く
立
抗
側
に
流
さ
な

い
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
立
抗
に
近
い

部
分
と
、
津
波
対
策
と
し
て
海
抜
11
・
5
メ
ー

ト
ル
部
分
に
電
源
盤
も
含
め
防
潮
堤
を
設
け
て

構
築
し
て
い
ま
す
。

問
　
サ
ブ
ド
レ
ン
で
組
み
上
げ
た
地
下
水
は
処

理
を
し
て
海
洋
に
放
出
し
て
い
る
と
あ
っ
た
が
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
処
理
を
す
る
汚
染
水
の
よ
う
に
62

核
種
と
い
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
水
な
の

か
。（
佐
藤
教
宏
）

答
　
東
京
電
力

　
直
接
デ
ブ
リ
に
触
れ
た
汚
染
水
と
は
違
い
、

建
屋
周
り
の
地
下
水
を
く
み
上
げ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
降
下
物
に
よ
る
複
数
の
種
類
の
放
射

性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
装
置
を
通

じ
て
し
っ
か
り
低
減
し
、
濃
度
が
運
用
目
標
値

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
排
水

し
て
お
り
、
環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

問
　
海
洋
放
出
を
行
う
海
域
は
、
沖
か
ら
陸
地

側
に
押
し
て
く
る
潮
の
流
れ
が
多
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
１
㎞ 
へ
の
放
出
で
は
５
年
・
10
年
の

放
出
に
よ
り
、
希
釈
し
て
流
し
て
い
て
も
ト
リ

問
　
体
育
館
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
計
画
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答
　
教
育
総
務
課
長

今
年
度
実
施
設
計
、来
年
度
工
事
の
予
定
で
す
。

問
　
見
学
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
給
食
調
理
場
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
施
設
で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
へ
向

け
町
と
し
て
も
更
に
Ｐ
Ｒ
を
。（
高
野
匠
美
）

答
　
髙
野
副
町
長

　
移
住
・
定
住
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
更
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
考
え
ま
す
。

問
　
プ
ー
ル
の
水
質
調
査
や
水
泳
の
授
業
の
際

の
コ
ロ
ナ
対
策
は
。（
安
藤
正
純
）

答
　
学
校
長

　
業
者
に
よ
る
プ
ー
ル
掃
除
の
際
と
年
度
の
中

間
で
水
質
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
は

使
用
学
年
や
時
間
を
分
け
る
こ
と
に
よ
り
人
数

を
抑
え
る
こ
と
等
で
感
染
症
へ
の
対
策
を
し
ま
す
。チ

ウ
ム
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
的
に
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答
　
東
京
電
力

　
季
節
を
通
じ
て
南
北
方
向
に
よ
く
拡
散
し
て

い
く
と
い
う
調
査
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
時
間
が
経
つ
こ
と
で
蓄

積
し
、
沿
岸
側
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な

る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
の
海
水
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
頻
度
や
採

取
ポ
イ
ン
ト
、
あ
る
い
は
検
出
限
界
値
を
下
げ

た
り
し
な
が
ら
強
化
し
た
計
画
を
本
年
４
月
か

ら
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
そ
の
中
で

監
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
１
号
機
格
納
容
器
内
部
調
査
に
関
す
る
こ
と
】

問
　
水
位
低
下
の
要
因
は
。（
安
藤
正
純
）

答
　
東
京
電
力

　
カ
メ
ラ
調
査
で
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
直
接
の
原
因
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
新
た
な
漏
え
い
箇
所
や
状
態
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
ら
速
や
か
に
公
表
し
、
丁
寧
に
ご

説
明
を
し
ま
す
。

問
　
２
号
機
、
３
号
機
に
お
け
る
同
調
査
の
実

施
状
況
は
。（
堀
本
典
明
）

答
　
東
京
電
力

　
各
号
機
で
内
部
の
状
況
が
違
う
こ
と
も
あ
り
、

現
状
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

質

応
疑疑疑疑

答答

とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号21 2020

　令和４年７月21日に原子力発電所等に関する特別委員会において
東京電力福島第一原子力発電所の現地視察を実施しました。
　【視察場所】
　 ・福島第一原子力発電所 構内

　令和４年７月12日に総務文教常任委員会において、学校訪問を実施しました。
　本年度は職務のための出席者として産業厚生
常任委員会の委員が随行。
　【訪問場所】
　・放課後児童クラブ（旧富岡第二小体育館）
　　⇒令和４年春休みより開始
　・富岡小中学校

　多核種除去設備をはじめ、１～４号
機建屋外観を臨むエリアやサブドレン浄
化設備、処理水放水立抗予定場所等を
視察しました。

○小学校　35名 ・ 中学校　21名
（令和４年５月１日時点）

　今年度、『富岡小学校』『富岡中学校』にそれぞれ
統合されました。
　また、給食調理場が開設されたことで、自校で
の給食提供が可能となりました。

１号機原子炉建屋および
 2020年に解体された排気筒

子どもたちがのびのびと走り回れる
広い体育館

5・6号機海側ALPS処理水放水
立坑予定地

施設外の安全対策等についても
説明を受けました

ALPS処理水のサンプルを用いての説明

施設整備については、町も議会も
子どもたちの安全を第一に考えます

放課後児童クラブ 小中学校

給食調理場は外に見学ス
ペースがあり、調理風景を
見ることが可能です

調理員さんの手ごね
ハンバーグは子ども
たちにも大人気！

富岡町産タマネギ
は6月～8月ほぼ
毎日使用富岡町産

コシヒカリ
を通年使用

おみそ汁は、
具材によって
お出汁も変え
ています

給食の試食をしました！

ごはん・牛乳・手作りハンバーグおろしタマネギソース・フレンチサラダ・夏野菜のみそ汁
（エネルギー829kcal・たんぱく質31.8g・脂質24.4g・食塩相当量3.8g）

い　た　だ　き　ま　す

現地視察レポート
～福島第一原子力発電所～

よく聞き　よく考え
伝えあおう　自分の思い

～学校訪問～
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様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆さまの先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。
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原子力等
特別委員会

22とみおか議会だより 212号とみおか議会だより 212号23 2222

渡辺正道議員 東京電力HD㈱

１号機の原子炉建屋に大型カバーを設置する作業におい
て、万が一のダスト飛散に備え噴霧装置の設置をすると
のことだが、飛散防止効果は。

小さいがれきの撤去は終わっており、これまでダストの
飛散は確認されていませんが、これまでのクレーンを用
いた散水方法に比べ、今回設置した噴霧装置は稼働が速
やかになることから、万が一に備えた装置となります。

【ダスト飛散の防止対策について】【ダスト飛散の防止対策について】

１F視察を受け入れた際、視察者の反応は。また、今後
風評を抑えるためのPR方法等の工夫は。

多核種除去設備（以降ALPS）の建物の周囲をご案内したり、
処理水のサンプリングボトルを用いての説明、放水トン
ネル掘削現場などを、ご案内しています。現場で実際の
ものをご覧いただくと、イメージが沸いて分かりやすい
等の声をいただいています。冊子の配布やホームページ
掲載などの情報発信ばかりではなく、多くの方にご視察
など現場にお越しいただけるよう取り組んでまいります。

【【風評を抑える工夫を要望風評を抑える工夫を要望】】

東京電力HD㈱ 宇佐神幸一議員

遠藤一善議員 東京電力HD㈱

移送設備の配管内の処理水に含まれる核種は確認されて
いるか。また、何が含まれているのか。

基本的に上流にある測定確認用設備からの水が移送される
ものです。ALPSの除去対象となっている62核種及び炭素
14という核種が、国の排水基準を下回っていることを確
認した水となります。
なお、トリチウムにつきましてはALPSでの除去が現在で
きませんので、希釈する前の濃度のものであることはご理
解ください。

【【配管の水に含まれる核種は配管の水に含まれる核種は】】

ロボットアームを使用しての2号機の燃料デブリ試験
的取り出しについて報告があったが、取り出す燃料デ
ブリの内容や工程などの計画が出てこない。

デブリ試験的取り出しにつきましては数グラム、耳かき
一杯分程度を取り出し、発電所外の分析施設において性
状等を分析します。また、今回の試験的なごく少量のと
ころから、小規模取り出しというところまで拡大してい
く検討をしています。具体的な検討がまとまった段階で
ご報告させていただきたい考えです

【【計画の詳細な説明を求める計画の詳細な説明を求める】】

東京電力HD㈱ 高野匠美議員

2022.７.27 ピザ作り教室

2022.９.16 ダイヤモンド婚・金婚　記念表彰

　教育委員会による富岡町学校協働活動の一環として、
ピザ作り教室が開催されました。　

　新型コロナウイルス感染症予防対策により、令和４年度の敬老会も中止となりま
したが、町役場２階正庁において表彰のみが執り行われ、ダイヤモンド婚４組中１組、
金婚36組中９組のご夫婦が来庁され表彰を受けました。

2022.９.21 秋の全国交通安全運動　出発式
　９月21日から30日までの10日間で実施された「令和4年秋の全国交通安全運動」の出発式が、気持ちのい
い秋晴れの下、さくらモールとみおか駐車場において行われました。



●12月定例会は、14日（水）～ 16日（金）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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Ａ. 2022年４月から、海と桜並木、いくつもの蔵のある素敵な
町、富岡に暮らし始め、とみおかプラスで勤務しています。
高校・大学・社会人と続けてきたラグビーのスピリット
「One For All.　All For One．」を大切にして、町の賑わい
づくりのために、マーケティング、コミュニケーション業界
で得た経験を活かしてまいります。気軽に、とみプラのオフィ
ス（旧竹村写真館）にお立ち寄りください。お話ししましょう。 

Q. 4月に事務局長に就任されました とみおかプラスの運
営にあたって、感想や今後の展望などお聞かせくださ
い。

一般社団法人 とみおかプラス
　香中 峰秋（かなか みねあき）事務局長

埼玉県出身
【経歴】
●1980年　埼玉県立熊谷高校卒
●1984年　筑波大学体育専門学群
　　　　　 スポーツ療育学専攻卒
●1984年　株式会社博報堂入社
●2014年　株式会社東北博報堂勤務
　　          （2020年まで郡山、仙台、盛岡に勤務）
●2022年　４月より富岡町にて勤務開始

とみおかプラスのHPは
こちらからだっぴ♪

Ａ. とみおかプラスは2017年１月に設立され、これまで町の賑
わいづくり、人づくりに力を発揮してきました。時代のニー
ズに合わせ、役割は変わりますが、これまで培ったネットワー
ク、ノウハウを活かして、サポータークラブの運営、移住
定住の促進、町の補助制度の相談受付窓口、富岡産米の
お酒造りなど、これからも、町の賑わいづくり、人々のくら
しづくりを広げていきます。もっと動け！ もっと頑張れ！ 
と、「とみプラ」へのエールをお願いいたします。 

Q.とみおかプラスの活動について、PRをお願いします。
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